
導入事例

3台のハードウェアを1台のFortiGateに集約
これまでのネットワーク構成も従業員の使い勝手も�
変えることなくプロキシサーバを入れ替え

衣食住の分野にまたがり多様なブランドを展開しているサザビーリーグでは、サポート期限到来を機に、�
インターネットやクラウドサービス利用時に代理接続を担うプロキシサーバをFortiGateに移行した。従業員
の体感を変えることなく、それまでロードバランサーも含め3台のハードウェアで構成してきた仕組みを１台
に集約し、ランニングコストを大きく削減した。
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導入・構築のポイント 
（1）�2台のプロキシサーバと1台のロードバランサーで構成していた仕組みを�

１台のFortiGateに集約し、運用コストを大幅に削減

（2）�既存のネットワーク構成も従業員の使い勝手も変えることなく、�
わずか3ヶ月で移行を実現

（3）�直感的でわかりやすいGUI / CLIによって、設定変更などの運用負荷を軽減

リアルな体験を重視しつつも 
デジタル技術の活用にフォーカス

「クリエイティブリテイラーとして半

歩先のライフスタイルを提案する」

ことをミッションに掲げ、「アフタヌー

ションの開発だけでなく、それを横

串で下支えするインフラの構築・運

用を担っている。「約70名ほどの体
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ンティー」をはじめ、アパレルや服

飾雑貨、飲食・サービスなど幅広い

領域で約45のブランドを展開して

いるサザビーリーグ。同社は各社内

カンパニーやブランドの特長を生か

しつつ、IT技術を活用して、顧客の

よりよい体験や価値向上につなげて

いく課題に取り組んでいる最中だ。 

この取り組みを技術的に支えている

部署がIT統括だ。「我々は店舗にい

るスタッフ、販売する商品、お客様

を迎え入れる店舗、つまりリアルな

体験を重視して事業を展開してきま

した。今、それらに加えてデジタル

技術にフォーカスし、今までできな

かったサービスを実現しようとして

います」（サザビーリーグ 執行役員　

IT統括 コーポレートシステム部 部

長 石橋 晃氏） 

IT統括では事業ごとのアプリケー

1972年 創 業 以 来、「Afternoon 
Tea」「Ron Herman」「agete」
など、現在は45を超えるオリジナ
ルブランドおよび海外ブランドを運
営し、全国約570店舗を展開して
いる。
一人ひとりがクリエイティブリテイ
ラーとして、衣食住の枠にとらわれ
ず “It’s a beautiful day.”と感
じるライフスタイルを提案している
ライフスタイル提案企業。
� （2022年3月現在）



制で、ベンダーコントロールだけに

終わるのではなく、企画から設計開

発、運用に至るまですべてをカバー

し、グループ会社全体のシステムイ

ンテグレーターの位置づけで運営

しています」（石橋氏） 

NGFWの印象が強かった 
「FortiGate」を 
プロキシサーバとして採用 

そうした横串の1つが、社内からイ

ンターネットやクラウドサービスを

利用する際にフォワーディングや

フィルタリング、認証を行い、適切

なセキュリティやサービス品質を保

つプロキシサーバだ。 

サザビーリーグはそれまで、本社・

拠点はもちろん、大小さまざまな店

舗や倉庫につながる約2,300台の

PCからのアクセスをいったんデー

タセンターに集約し、ロードバラン

サー経由で2台のプロキシサーバに

振り分け、「インターネット」「Gmail」

「Windows Updateなどのインフ

ラ系」「会計・基幹システム」とい

う用途別に4種類用意していたイン

ターネット回線に振り分けた上で外

部に接続していた。また、万一イン

シデントが起きたときの調査に備

え、Active Directoryと連携して認

証を行うことで、IPアドレス単位で

はなく、「誰」がどんなリソースにア

クセスしたかを把握できるようにし

ていた。 

だが、そのプロキシサーバがサポー

ト期限を迎えることになり、新たな

選択肢を模索することになった。 

当初浮上した選択肢の1つは、クラ

ウドサービスの拡大を踏まえたクラ

ウドプロキシへの移行だ。しかし、

いったんインターネットに出てから

データセンターやオンプレミスに接

続するのでは通信が折り返す形とな

り構成が複雑化する。用途別のフォ

ワーディングという従来のネット

ワーク構成に極力手を加えたくない

ことから、オンプレミス環境にプロ

キシサーバを導入することが妥当だ

と考えた。コスト面で考えても、利

用し続ける限りランニングコストが

かかるクラウドプロキシよりも、ア

プライアンスに軍配が上がった。 

もう1つの選択肢は、以前から利用

してきたプロキシサーバの更新だ。

だが、サポート面に不安がつきま

とったことに加え、約2,300台の端

末に対するフォワーディングやWeb

フィルタリング、認証といった処理

を快適にさばけるパフォーマンスを

確保するのは難しいと判断した。 

そうした中で、サザビーリーグが求

める複数の要件を満たすことができ

たのが「FortiGate」だった。「NGFW

やファイアウォールの製品だと思っ

ていたFortiGateでしたが、情報収

集していく中で、実はプロキシサー

バとしても運用できることを耳にし

ました。詳しく話を聞いてみると、

今までの構成を変えることなく導入

できることがわかりました」（IT統括 

コーポレートシステム部 奥 隆宏氏） 

さらに、インターネットへのアク

セスログ収集において必須だった
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Active Directoryとの連携を、サー

バや端末にエージェントソフトを導

入する必要がなくそのまま実現でき

ることも、作業に要する負荷やコス

トを削減できると考え、判断の後押

しになった。 

3台のハードウェアを1台に
集約しつつ、これまでと 
変わらぬ環境を実現 

プロキシサーバの置き換えに際して

は、実はもう1つポイントがあった。

短納期での導入が実現できたこと

だ。「提案を依頼してから、わずか3ヶ

月間で移行を行うのは難しいかもし

れないと考えていましたが、フォー

ティネットに依頼したところ、速や

かに実現できるパートナーを紹介し

てもらい、設定も含め移行作業を期

間内に終えることができました」（IT

統括 コーポレートシステム部 プロ

ジェクトマネージャー 今上 一樹氏） 

検証時にはメモリ使用量の急増と

いった現象に遭遇したこともあった。

しかし、すぐにフォーティネットに

確認を取り、OSを最新バージョン

にアップデートすることで問題は解

消され、無事に運用にこぎ着けた。

「今も困ったことがあればそのつど

確認していますが、レスポンスが早

く、文句の付けどころがないと思っ

ています」（奥氏） 

現在サザビーリーグでは、それま

でロードバランサー1台とプロキシ

サーバ2台で構築していた環境を１

台のFortiGate 1801Fに置き換え

た。本社はもちろん、各倉庫や各店

舗のPCからの通信を、4つの仮想

ファイアウォールに振り分けながら

インターネットにアクセスさせてい

る。もちろん、Active Directoryと

の連携によるアクセスログの取得も

できる。3台のハードウェアを1台の

FortiGate 1801Fに移行すること

で、データセンターの保守料やラン

ニングコストを大幅に削減しながら、

以前と変わらぬ環境を実現した。 

移行後は、ユーザーから特に声が上

がることもないほど、パフォーマン

ス面でも快適に利用できている。「こ

れまでと変わらず、従業員が特に気

にせず使える形で切り替えられたこ

とがメリットだと思います」（今上氏） 

さらに運用面でも効果を感じてい

る。「GUIが全体的に非常に見やす

く、感覚的に『ここを見れば大丈夫』

という感じで作られています。また、

コマンドラインもわかりやすく自分

たちで設定変更できるので、運用と

いう意味でも非常に楽になっていま

す」（奥氏）。以前のプロキシサーバ

ではコマンドにやや癖があり、設定

変更のたびに構築ベンダーに依頼

する必要があったが、それも不要に

なった。 

クラウドサービス採用が 
広がる中で、よりよい 
セキュリティを今後も模索 

この数年で、サザビーリーググルー

プ全体でもGoogle Workspaceを

はじめとするSaaS利用が拡大し、

中には事業部門がそれぞれ直接契約

しているクラウドサービスもある。

基本的にはIT統括側に申請し、許可

を得たものをホワイトリストに登録

する形でガバナンスを効かせてい

る。事業部ごとの自主性を保つとい

う大方針をベースにしつつ、怪しい

サービスはコントロールしている。 

今後もよりよい顧客体験の実現に向

け、クラウドサービスをはじめとす

るデジタル技術を活用していく方針

だ。もちろん、最低限抑えるべきセ

キュリティの確保やコストなども考

慮しつつ、各事業のやりたいことを

実現できるような環境作りを模索し

ていく。 

「クラウド移行を進めつつ、どうして

も社内に置かなければいけないシス

テムも残ってくると思います。そこ

はNGFWでしっかり守りつつ、境界

防御だけに頼ることなくゼロトラス

トセキュリティへの移行も進めてい

きたいと考えています」（今上氏）。

サザビーリーグらしい事業展開に合

わせたIT基盤とセキュリティの実現

を、引き続きフォーティネットに期

待している。 
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